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１．

データの表を表１に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１

分散分析結果を表２に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表２

各群間に有意な差が認められる（F15
2=9.937, p=.00179)

多重比較のための HSD は，ステューデント化された範囲の表と式(4)より下の表３のように求められる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３

よって，多重比較の結果は表４のようになり，X1 と X3 の平均値の間に p<.01 の，そして X1 と X2 の間に
p<.05 の有意差が確認された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表４

X1 X2 X3
1 6.5 8.4 9.3
2 7.3 8 9.9
3 4.8 6.7 7.5
4 7.1 7.4 8
5 5.6 8.1 9.3
6 6.9 8.8 7.9

mean 6.3666666667 7.9 8.65
stdev 0.9750213673 0.7483314774 0.9710818709

α 0.05

グループ 標本数 合計 平均 分散
6 38.2 6.3666666667 0.9506666667
6 47.4 7.9 0.56
6 51.9 8.65 0.943

変動要因 平方和 自由度 平均平方 分散比
グループ間 16.254444444 2 8.1272222222 9.9368292352 0.0017862947 3.6823203437
グループ内 12.268333333 15 0.8178888889
合計 28.522777778 17

ANOVA - 1要因

列 1
列 2
列 3

P-値 F境界値



結果のグラフを図１に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１

２．

データの表を表５に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５

分散分析の結果を表６に示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表６

X1 X2 X3
0

2

4

6

8

10

12

M
e
a
n

**
*



各群間に有意な差が認められる． (F40
5=5.129, p=.0010)

多重比較を行うための HSD は表７となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表７

各群の平均値の差は表８のようになる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表８

表７と表８より，A1 と A3 の平均値の間に p<.01 の，そして，A1 と A4，A2 と A3，A3 と A6 の平均値の間に
p<.05 の有意差が認められた．

グラフを図２に示す．

　　 あいうえお図２
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